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1. はじめに
錯視（visual illusion）というと、多くの場合、
ミュラー・リヤー錯視やツェルナー錯視のような

幾何学的錯視（geometrical illusion）すなわち形
の錯視を指す[1]。しかし、錯視は形、明るさ、運
動といった視覚のモダリティの数だけあると考

えられる。すなわち、色の錯視も知られている。

しかし、これまで知られていた色の錯視の種類は、

他のモダリティに比べて少なく、その錯視量も多

いとは言えなかった。

　ところが、近年になって、錯視と呼ぶにふさわ

しい色の錯視が知られるようになってきた。ここ

では、これらを分類してみたい。

2. 色相の錯視
色相の錯視としては、従来から、色の対比（color
contrast）と色の同化（color assimilation）が知
られていた。しかし、いずれも劇的な錯視という

ほどの効果はない。ところが、最近の研究による

と、対比という点では遠隔色対比[2]が、同化とい
う点ではムンカー錯視[3]が、錯視と呼ぶにふさわ
しい強度の色相の変化を与えることがわかった。
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　そのほか、近年発見された色の同化としては近

接色同化がある[2]。もっとも、ゲーテやシュブル
ールの原著を調べれば、すでに記述があるのかも

しれない。

近接色同化

3. 彩度の錯視
彩度の錯視としては、彩度対比（saturation
contrast）が知られている。彩度同化というもの
には知られていないようであるが、筆者が自作し

てみたところ、十分効果はあるようであった。し

かし、いずれも錯視量は多いとは言えない。しか

し、最近立命館大学の学生が発見した彩度錯視

（酒井の色対比）は、色が消えて無彩色に見える

という劇的な見え方をする[4]。この錯視は色の恒
常性のメカニズムとも関係すると考えられる。
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4. 色の補完
色の補完（ completion）あるいは充填現象
（filling-in）は色の同化と同じメカニズムである
とも考えられるが、主観的輪郭とセットになって

現れたり、広い領域に渡って効果が見られる点が、

色の同化とは異なる。ネオン色拡散（neon color
spreading）[5]、色ファントム（chromatic visual



phantoms ） [6] 、 ウ ォ ー タ ー カ ラ ー 錯 視
（watercolor illusion）[7]などが知られている。

     ネオン色拡散         色ファントム

ウォーターカラー錯視

5. 運動による色の出現
色の付いていない図形を動かすと、色が見えるこ

とがある。ベンハムのコマ（Benham’s top）ある
いはフェヒナー色（Fechner color）が有名である。
最近、ベンハムのコマよりも遅い速度で発生する

色誘導が発見された[8]。

図の中心に目を近づけると内側のリングの赤味が増し、目

を遠ざけると外側のリングの赤味が増して見える錯視。

6. 色立体視（進出色・後退色）
赤が手前に、青が奥に見えると記述される色立体

視（chromostereopsis）という現象がある。CRT
や液晶モニターで見ると劇的である。近年色立体

視の研究も進み、逆の見え方をする人も少なくな

いこと、どちらの見え方でも、視距離は大きい方

が効果が大きいことなどがわかった[9]。

色立体視「浮かぶハート(floating heart)」

7. おわりに
「色の錯視」という研究カテゴリーは、これから

さらなる発展が期待できると思われる。
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